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平成18年度に改正のあった図書館諸規程
■■　■■　■■■■■規 程・内 規・要 領 の 改 正
1　図書館規程
関西大学図書館規程改正の新旧対照表
改　正　前 摘　　要 改　　正
関西大学図書館規程
制定　平成13年 7 月12日
第 1条～第 3条　〈省略〉
　（事務組織と事務分掌）
第 4条　図書館の事務組織と事務分掌は、学校法人関西大学及び設置学
校事務組織規程に定めるところによる。
第 5条～第10条　〈省略〉
規程名称の変更
附則の追加
関西大学図書館規程
制定　平成13年 7 月12日
第 1条～第 3条　〈省略〉
　　（事務組織と事務分掌）
第 4 条　図書館の事務組織と事務分掌は、学校法人関西大学事務組織規
程に定めるところによる。
第 5条～第10条　〈省略〉
　　附　則
　この規程（改正）は、平成18年 8 月 1 日から施行する。
2　図書館図書管理規程
　⑴　平成18年 4 月 1 日改正分
関西大学図書館図書管理規程改正の新旧対照表
改　正　前 摘　　要 改　　正
関西大学図書館図書管理規程
制定　昭和52年 3 月19日
第 1条～第20条　〈省略〉
　（抹　消）
第21条　第 5条の図書で、前条第 1項の各号に該当するもの及び備付用
途の終了したものは、図書館長が専決し、抹消する。
2　図書館長は、前項の措置について、財務局長に報告しなければなら
ない。
　（異動処分の手続）
第22条　第20条により除籍された図書を、寄贈、売却、廃棄又は移管し
たときは、図書館長は、その事由及び処置を理事長に報告しなければ
ならない。
2　前条により抹消された図書を、寄贈、売却、廃棄又は移管したとき
は、図書館長は、その事由及び処置を財務局長に報告しなければなら
ない。
第23条～第24条　〈省略〉
組織改編に伴う変更
組織改編に伴う変更
附則の追加
関西大学図書館図書管理規程
制定　昭和52年 3 月19日
第 1条～第20条　〈省略〉
　（抹　消）
第21条　第 5条の図書で、前条第 1項の各号に該当するもの及び備付用
途の終了したものは、図書館長が専決し、抹消する。
2　図書館長は、前項の措置について、財務・管財局長に報告しなけれ
ばならない。
　（異動処分の手続）
第22条　第20条により除籍された図書を、寄贈、売却、廃棄又は移管し
たときは、図書館長は、その事由及び処置を理事長に報告しなければ
ならない。
2　前条により抹消された図書を、寄贈、売却、廃棄又は移管したとき
は、図書館長は、その事由及び処置を財務・管財局長に報告しなけれ
ばならない。
第23条～第24条　〈省略〉
　　附　則
　この規程（改正）は、平成18年 4 月 1 日から施行する。
　⑵　平成18年 8 月 1 日改正分
関西大学図書館図書管理規程改正の新旧対照表
改　正　前 摘　　要 改　　正
関西大学図書館図書管理規程
制定　昭和52年 3 月19日
第 1条～第 2条　〈省略〉
　（調達及び管理責任者）
第 3条　図書館長は、図書の調達及び管理について、その責に任ずる。
2　図書館次長は、図書館長を補佐して所属の課長に指示し、図書の調
達及び管理に関する事務を統括する。
第 4条～第11条　〈省略〉
　（検　収）
第12条　調達担当課は、調達図書が納入されたときは、契約条項及び仕
様書に従って検収を行う。
組織改編に伴う変更
組織改編に伴う変更
関西大学図書館図書管理規程
制定　昭和52年 3 月19日
第 1条～第 2条　〈省略〉
　（調達及び管理責任者）
第 3条　図書館長は、図書の調達及び管理について、その責に任ずる。
2　学術センター次長（図書館担当）は、図書館長を補佐して所属の事
務長に指示し、図書の調達及び管理に関する事務を統括する。
第 4条～第11条　〈省略〉
　（検　収）
第12条　調達担当は、調達図書が納入されたときは、契約条項及び仕様
書に従って検収を行う。
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改　正　前 摘　　要 改　　正
2　検収調書の作成は、納品書に検収担当者が記名捺印又は定められた
検収印を押印することによって代えることができる。
第13条～第14条　〈省略〉
　（帳簿等の管理）
第15条　台帳の保管、整理、登録、記帳及び管理補助簿並びに事務用図
書目録の作成等の事務処理は、図書館次長がこれを統括し、所属の課
長に指示する。
第16条～第18条　〈省略〉
　（現物照合）
第19条　図書館次長は、所属の課長に指示し、登録図書について、循環
方式によって毎会計年度に現物照合を行い、その結果を常務理事に報
告しなければならない。
第20条～第24条　〈省略〉
組織改編に伴う変更
組織改編に伴う変更
附則の追加
2　検収調書の作成は、納品書に検収担当者が記名捺印又は定められた
検収印を押印することによって代えることができる。
第13条～第14条　〈省略〉
　（帳簿等の管理）
第15条　台帳の保管、整理、登録、記帳及び管理補助簿並びに事務用図
書目録の作成等の事務処理は、学術センター次長（図書館担当）がこ
れを統括し、所属の事務長に指示する。
第16条～第18条　〈省略〉
　（現物照合）
第19条　学術センター次長（図書館担当）は、所属の事務長に指示し、
登録図書について、循環方式によって毎会計年度に現物照合を行い、
その結果を常務理事に報告しなければならない。
第20条～第24条　〈省略〉
　　附　則
  この規程（改正）は、平成18年 8 月 1 日から施行する。
　⑵　平成19年 4 月 1 日改正分
関西大学図書委員会規程改正の新旧対照表
改　正　前 摘　　要 改　　正
関西大学図書委員会規程
制定　昭和31年 6 月21日
第 1条　〈省略〉
　（構　成）
第 2条　委員会は、次の者をもって構成する。
　⑴　図書館長
　⑵ 　各学部、外国語教育研究機構、法務研究科、大学院（法務研究科
を除く。）及び全学共通教育推進機構委員会から選出された委員　
各 1名
　⑶　学術センター次長（図書館担当）
2　前項第 2号に規定する委員は、学長が委嘱する。
　（任　期）
第 3条　前条第 1項第 2号に規定する委員の任期は、 2年とする。ただ
し、再任を妨げない。
2　委員に欠員が生じたときは、補充しなければならない。この場合に
おいて、後任者の任期は、前任者の残任期間とする。
　（委員会の運営）
第 4条　委員会は、図書館長が招集し、議長となる。
2　委員会は、委員の 3分の 2以上の出席をもって成立する。
文言の削除
号の追加
号の繰下げ
文言の追加
文言の追加
定足数の変更
関西大学図書委員会規程
制定　昭和31年 6 月21日
第 1条　〈省略〉
　（構　成）
第 2条　委員会は、次の者をもって構成する。
　⑴　図書館長
　⑵ 　各学部、外国語教育研究機構及び全学共通教育推進機構委員会か
ら選出された委員　各 1名
　⑶　法務研究科又は会計研究科から選出された委員　 1名
　⑷　学術センター次長（図書館担当）
2　前項第 2号及び第 3号に規定する委員は、学長が委嘱する。
　（任　期）
第 3条　前条第 1項第 2号及び第 3号に規定する委員の任期は、 2年と
する。ただし、再任を妨げない。
2　委員に欠員が生じたときは、補充しなければならない。この場合に
おいて、後任者の任期は、前任者の残任期間とする。
　（委員会の運営）
第 4条　委員会は、図書館長が招集し、議長となる。
2　委員会は、委員の過半数の出席をもって成立する。
3　図書委員会規程
　⑴　平成18年 8 月 1 日改正分
関西大学図書委員会規程改正の新旧対照表
改　正　前 摘　　要 改　　正
関西大学図書委員会規程
制定　昭和31年 6 月21日
第 1条　〈省略〉
　（構　成）
第 2条　委員会は、次の者をもって構成する。
　⑴　図書館長
　 ⑵　各学部、外国語教育研究機構、法務研究科、大学院（法務研究科
を除く。）及び全学共通教育推進機構委員会から選出された委員　
各 1名
　⑶　図書館次長
2　前項第 2号に規定する委員は、学長が委嘱する。
第 3条～第 6条　〈省略〉
組織改編に伴う変更
附則の追加
関西大学図書委員会規程
制定　昭和31年 6 月21日
第 1条　〈省略〉
　（構　成）
第 2条　委員会は、次の者をもって構成する。
　⑴　図書館長
　 ⑵　各学部、外国語教育研究機構、法務研究科、大学院（法務研究科
を除く。）及び全学共通教育推進機構委員会から選出された委員　
各 1名
　⑶　学術センター次長（図書館担当）
2　前項第 2号に規定する委員は、学長が委嘱する。
第 3条～第 6条　〈省略〉
　　附　則
　この規程（改正）は、平成18年 8 月 1 日から施行する。
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4　図書館自己点検・評価委員会規程
関西大学図書館自己点検・評価委員会規程改正の新旧対照表
改　正　前 摘　　要 改　　正
関西大学図書館自己点検・評価委員会規程
制定　平成 6年 1月28日
第 1条～第 4条　〈省略〉
　（構　成）
第 5条　委員会は、次の者をもって構成する。
　⑴　図書館長
　⑵　図書館次長
　⑶　図書委員のうちから図書館長が指名する者若干名
　⑷　図書館事務組織における各課から各 1名
　（委員長等）
第 6条　委員会に委員長を置き、図書館長をもって充てる。
2　委員長に事故あるときは、図書館次長がその職務を代行する。
第 7条～第 8条　〈省略〉
　（事　務）
第 9条　委員会の事務は、運営課が行う。
組織改編に伴う変更
組織改編に伴う変更
組織改編に伴う変更
組織改編に伴う変更
附則の追加
関西大学図書館自己点検・評価委員会規程
制定　平成 6年 1月28日
第 1条～第 4条　〈省略〉
（構　成）
第 5条　委員会は、次の者をもって構成する。
　⑴　図書館長
　⑵　学術センター次長（図書館担当）
　⑶　図書委員のうちから図書館長が指名する者若干名
　⑷　図書館事務職員から若干名
　（委員長等）
第 6条　委員会に委員長を置き、図書館長をもって充てる。
2　委員長に事故あるときは、学術センター次長（図書館担当）がその
職務を代行する。
第 7条～第 8条　〈省略〉
　（事　務）
第 9条　委員会の事務は、図書館事務室が行う。
　　附　則
　この規程（改正）は、平成18年 8 月 1 日から施行する。
改　正　前 摘　　要 改　　正
3　委員会の議事は、出席委員の 3分の 2以上の同意をもって決する。
4　委員会は、原則として、毎月 1回開催する。
第 5条～第 6条　〈省略〉
議決要件の変更
削　除
附則の追加
3　委員会の議事は、出席委員の過半数の同意をもって決し、可否同数
の場合は議長が決する。
第 5条～第 6条　〈省略〉
　　附　則
　この規程（改正）は、平成19年 4 月 1 日から施行する。
改　正　前 摘　　要 改　　正
関西大学図書館利用規程
制定　昭和60年 2 月 8 日
　　　第 1章　総　則
　（目　的）
第 1条～第14条　　〈省略〉
　（貸出冊数及び期限）
第15条  貸出図書の冊数及び期限は、次のとおりとする。ただし、図書
館長は、必要に応じて制限をし、又は一時返還を求めることができる。
　⑴　大学の専任教育職員 60冊以内、 6カ月以内
　 ⑵　大学の非常勤講師、大学院学生、前号以外の専任職員及び優待利
用券を交付した者 20冊以内、 3カ月以内
　 ⑶　学部学生及び校友利用券を交付した者 5 冊以内、 2週間以内
　⑷　特別利用券を交付した者については別に定める。
2　〈省略〉
3　〈省略〉
　（貸出制限）
第16条～第42条　〈省略〉
号の分割及び貸出冊
数の変更
号の繰り下げ
附則の追加
関西大学図書館利用規程
制定　昭和60年 2 月 8 日
　　　第 1章　総　則
　（目　的）
第 1条～第14条　　〈省略〉
　（貸出冊数及び期限）
第15条  貸出図書の冊数及び期限は、次のとおりとする。ただし、図書
館長は、必要に応じて制限をし、又は一時返還を求めることができる。
　⑴　大学の専任教育職員 60冊以内、 6カ月以内
　 ⑵　大学の非常勤講師、大学院学生、前号以外の専任職員及び優待利
用券を交付した者 20冊以内、 3カ月以内
　⑶　学部学生 10冊以内、 2週間以内
　⑷　校友利用券を交付した者 5 冊以内、 2週間以内
　⑸　特別利用券を交付した者については別に定める。
2　〈省略〉
3　〈省略〉
　（貸出制限）
第16条～第42条　〈省略〉
　　附　則
　この規程（改正）は、平成19年 4 月 1 日から施行する。
5　図書館利用規程
関西大学図書館利用規程改正の新旧対照表
図書館フォーラム第12号（2007）
102
図書館利用に関する取扱要領
制定　平成 2年 4月 1日
第 1条～第 3条　　〈省略〉
　（利用者の範囲及び取扱い）
第 4条　利用規程第 4条に規定する図書館を利用できる者及びその取扱
いは、別表第 3のとおりとする。
第 5条～第 9条　〈省略〉
　（複　写）
第10条第 1項第 1号～第 2号 〈省略〉
3　複写料金は、別表第 4の料金表による。
　（情報検索）
第11条～第15条　〈省略〉
別表第 3（第 4条及び第 9条関係）　利用者の範囲及び取扱い
利用資格 図書の貸出限度
学部学生
5冊 2週間学部学生に
準ずる者
学部交換留学生、学部科目等履修生、学部聴講
生、学部委託生
大学院学生
20冊 3 ヵ月大学院学生
に準ずる者
院交換留学生、院聴講生、院交流研究生、院委
託学生、院研修生、院科目等履修生、院外国人
研究生
大学専任教育職員
60冊 6 ヵ月大学専任教
育職員に準
ずる者
特別顧問教授、教育顧問、特別任用教育職員、
名誉教授、客員教授、特任外国語講師
大学非常勤講師
20冊 3 ヵ月大学非常勤
講師に準ず
る者
高等学校・中学校・幼稚園専任教育職員、幼稚
園嘱託教諭、高等学校・中学校非常勤講師
専任事務職員、役員、評議員、非専任職員（常勤）
委嘱研究員、リサーチ・アシスタント、ティー
チング・アシスタント、受入研究員、委託研究員、
研究所顧問、研究嘱託、私学研修員、外国人研
修員、交換研究者、招へい研究者、外国からの
研究員、員外研究者、客員研究員、ポスト・ド
クトラル・フェロー、学外共同研究員、その他
教員に準じる者、非専任職員（非常勤）、その他
職員に準じる者　注 6参照
単位互換履修生 5冊 2週間
校友
5冊 2週間校友に準ず
る者
推薦校友
教育後援会・校友会職員
定時事務職員
生協職員、学内学会職員
優待 注 7参照
20冊 3 ヵ月
特別 1 注 8参照
特別 2 注 8参照 5冊 2週間
特別 3 注 8参照 不　可
注 1～注 2　〈省略〉
注 3  　開架図書の貸出冊数は、上記貸出限度内で 5冊以内 2週間以内と
する。
注 4～注 7　〈省略〉
注 8
　特別 1
　　　〈省略〉
　特別 2
　　・研究所等を通じて申請された入庫を必要としない者
　特別 3
　　　〈省略〉
別表第 4（第10・11条関係）　料金表
職員・学生 学外からの来　館　者 相互利用
複　
写
モノクロ
複  写 10円 10円 50円
プリントアウト 10円 10円 50円
カ ラ ー
複  写 50円 50円 100円
プリントアウト 50円 50円 100円
マイクロ
複　写
普通紙印刷 10円 40円 60円
印画紙印刷等 業者との契約料金による
情
報
検
索
・検索出力リスト表示のメッセージ等により計算する。
・ 外貨計算を必要とする場合は、前日の外貨レート終値（ 1円未満切り捨て）
を 5円単位で切り上げた数値で計算する。
・利用料金は10円未満を切り捨てる。
附則の追加
図書の貸出限度の変
更
開架図書の貸出冊数
の変更
利用者の追加
マイクロ複写の料金
の改定
図書館利用に関する取扱要領
制定　平成 2年 4月 1日
第 1条～第 3条　　〈省略〉
　（利用者の範囲及び取扱い）
第 4条　利用規程第 4条に規定する図書館を利用できる者及びその取扱
いは、別表第3のとおりとする。
第 5条～第9条　〈省略〉
　（複　写）
第10条第1項第1号～第2号 〈省略〉
3　複写料金は、別表第4の料金表による。
　（情報検索）
第11条～第15条　〈省略〉
　　附　則
　この要領（改正）は、平成19年 4 月 1 日から施行する。
別表第 3（第 4条及び第 9条関係）　利用者の範囲及び取扱い
利用資格 図書の貸出限度
学部学生
10冊 2 週間学部学生に
準ずる者
学部交換留学生、学部科目等履修生、学部聴講
生、学部委託生
大学院学生
20冊 3 ヵ月大学院学生
に準ずる者
院交換留学生、院聴講生、院交流研究生、院委
託学生、院研修生、院科目等履修生、院外国人
研究生
大学専任教育職員
60冊 6 ヵ月大学専任教
育職員に準
ずる者
特別顧問教授、教育顧問、特別任用教育職員、
名誉教授、客員教授、特任外国語講師
大学非常勤講師
20冊 3 ヵ月大学非常勤
講師に準ず
る者
高等学校・中学校・幼稚園専任教育職員、幼稚
園嘱託教諭、高等学校・中学校非常勤講師
専任事務職員、役員、評議員、非専任職員（常勤）
委嘱研究員、リサーチ・アシスタント、ティー
チング・アシスタント、受入研究員、委託研究員、
研究所顧問、研究嘱託、私学研修員、外国人研
修員、交換研究者、招へい研究者、外国からの
研究員、員外研究者、客員研究員、ポスト・ド
クトラル・フェロー、学外共同研究員、その他
教員に準じる者、非専任職員（非常勤）、その他
職員に準じる者　注 6参照
単位互換履修生 5冊 2週間
校友
5冊 2週間校友に準ず
る者
推薦校友
教育後援会・校友会職員
定時事務職員
生協職員、学内学会職員
優待 注 7参照
20冊 3 ヵ月
特別1 注 8参照
特別2 注 8参照 5冊 2週間
特別3 注 8参照 不　可
注 1～注 2　〈省略〉
注 3　開架図書の貸出冊数は、上記貸出限度内で10冊以内 2週間以内と
する。
注 4～注 7　〈省略〉
注 8
　特別 1
〈省略〉
　特別 2
　　・　研究所等を通じて申請された入庫を必要としない者
　　・　総合図書館の一般開放により利用を認められた者
　特別 3
〈省略〉
別表第 4（第10・11条関係）料金表
職員・学生 学外からの来　館　者 相互利用
複　
写
モノクロ
複  写 10円 10円 50円
プリントアウト 10円 10円 50円
カ ラ ー
複  写 50円 50円 100円
プリントアウト 50円 50円 100円
マイクロ
複　写
普通紙印刷 20円 20円 60円
印画紙印刷等 業者との契約料金による
情
報
検
索
・検索出力リスト表示のメッセージ等により計算する。
・ 外貨計算を必要とする場合は、前日の外貨レート終値（ 1円未満切り捨て）
を 5円単位で切り上げた数値で計算する。
・利用料金は10円未満を切り捨てる。
6　図書館利用に関する取扱要領
図書館利用に関する取扱要領改正の新旧対照表
改　正　前 摘　　要 改　　正
『図書館フォーラム』投稿要項
　 　制定　平成 8年 3月31日　　
　『大学図書館研究』の原稿募集要項に準じて、概要を次の
ように定める。
⑴　原稿執筆者の範囲
　　原則として、依頼記事・寄稿記事いずれの場合も、本学
の教育職員並びに本学図書館所属の職員を執筆者とする。
⑵　原稿の内容
　　次のいずれかで、執筆者自身の未発表原稿とする。
　　　ア　研究論文・研究ノート
　　　イ　図書館に関する調査・意見
　　　ウ　本学所蔵資料の紹介
　　　エ　図書館職員のレポート
　　　オ　その他図書館に関する記事
⑶　収　載
　　寄稿原稿が予定の紙幅を超える件数があったときは、収
載順序を図書館長が決める。
⑷　謝　礼
　　依頼記事の執筆者（図書館職員は除く）には、若干の謝
礼と掲載号 5部を贈呈する。寄稿記事の執筆者（署名記事
執筆者）に対しては、 1編につき掲載号 5部を贈呈する。
　　ただし、いずれの場合も抜刷は提供しない。
⑸　投稿先
　　　関西大学図書館事務室（℡ 06‒6368‒1157）
　　　電子メール（ lib-ent@jm.kansai-u.ac.jp）
⑹　執筆要領
　ア　本誌 1ページにつき2,070字相当とする。
　イ　原稿は横書き、電子メールまたはフロッピーでの提出
を原則とし、手書き原稿も可とする。
　ウ　電子メールまたはフロッピーで提出する場合は、プレ
インテキスト（txt） 形式もしくはワープロ（Word）形
式を原則とする。
　エ　ワープロを使用の場合は、 1行を23字とし45行を 1ペ
ージとして設定する。
　オ　本文中に図・表または写真を掲載する場合は、その相
当分の字数を割愛する。
　カ　原稿は次の順に記載する。
　　　①標題、②執筆者名、③本文、④注記、⑤引用文献、
⑥参考文献、および⑦執筆者名の読みがな・職名
　キ　原稿の表記は、次に従うものとする。
　　①漢字は原則として常用漢字を用い、新かなづかいによ
る。書誌学的な理由などから、特に旧字体を使用する
必要がある場合は、原稿用紙の右欄外にその旨を記す。
また、欧文原稿を除き句読点は「。」「、」を用いる。
　　②数字は、引用文および漢語の一部として漢数字が習慣
的となっている場合を除き、原則としてアラビア数字
を用いる。
　　③引用文献、参考文献の記載方法は、次のとおりとする。
　　　ａ．雑誌論文の場合
　　　　　 筆者名“論文標題”『雑誌名』巻（号）、年月、ペ
ージ
　　　ｂ．図書の中の一部引用の場合
　　　　　 著者名“論文標題”『書名』（図書の著編者名）出
版地、出版者、出版年、ページ
　　　ｃ．図書の場合
　　　　　著者名『書名』出版地、出版者、出版年
　　　ｄ．欧文の場合は、著者名を転置形として、雑誌名ま
たは書名には『　』を付さずにアンダーラインで
示す（印刷では、イタリック体活字になる）。
　　　［例］ Downs，Robert B.“How to start ａ library school.”
ALA Bulletin 52（6），1995.6, pp.32‒48.
　　　ｅ．インターネット上の文献
　　　　　著者名“文献標題”［参照年月日］（ＵＲＬ）
　　　［例］ 永沼博道“21世紀の大学図書館に向けて―伝統と
現代化の相克”［参照2003.1.20］
　　　　　 （URL　http://www.kansai-u.ac./library/about/lib-
pub/forum/f11.htm）
　ク　図・表は、図 1、図 2、表 1、表 2、fi g. 1 のように
記す。図または表を電算等で出力したものをそのまま使
用するときは、鮮明なものを用いる。写真は出来るかぎ
りモノクロームを用いる。図、表、写真には、その裏に
執筆者名、標題、図 1、図 2、表 1、表 2のように番号
を鉛筆書きのこと。
　ケ　校正は、初校を執筆者に依頼し、再校以降は図書館が
行うことを原則にするが、必要のある場合は、再校以降
についても執筆者の協力を得るものとする。
⑺　掲載した著作物の電子化と公開許諾について
　　本誌に掲載した著作物の著作権は執筆者に帰属するが、
次の事項について執筆者はあらかじめ了解するものとする。
　ア　関西大学図書館ホームページにて公開されること
　イ　国立国会図書館が行なう電子メディアに収録されること
 以　上　
 〈平成18年 8 月 1 日改正〉
